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地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
に
関
す
る
質
問
主
意
書

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
が
進
む
中
、
公
共
交
通
の
み
が
命
綱
で
あ
る
「
交
通
弱
者
」
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
地
方
は

言
う
に
及
ば
ず
大
都
市
近
郊
の
団
地
な
ど
で
も
、
生
活
交
通
と
し
て
の
地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
の
問
題
が
深
刻
化
し
て

い
る
。
我
が
青
森
県
の
青
森
市
に
お
い
て
も
、
同
様
の
状
況
で
あ
る
が
、
特
に
本
年
十
二
月
四
日
の
東
北
新
幹
線
新
青
森
駅
の

開
業
を
控
え
、
新
幹
線
駅
と
中
心
市
街
地
、
主
要
観
光
施
設
等
を
結
ぶ
ル
ー
ト
バ
ス
の
運
行
実
証
実
験
事
業
を
開
始
し
た
と
こ

ろ
で
も
あ
り
、
地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
は
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
継
続
的
な
取
り
組
み
と
支
援
が
必
要
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

国
土
交
通
省
は
、
平
成
二
十
三
年
度
予
算
概
算
要
求
に
お
い
て
、
「
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
（
仮
称
）
」
を

創
設
し
て
い
る
。
青
森
市
は
今
年
度
を
初
年
度
と
す
る
三
ヵ
年
事
業
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。
豪
雪
都
市
の
た
め
夏
季
と
冬
季

の
道
路
環
境
が
著
し
く
異
な
り
、
短
期
間
で
の
運
用
判
断
が
難
し
く
、
当
該
事
業
の
定
着
を
図
る
た
め
に
は
、
時
限
的
で
は

な
く
、
継
続
的
な
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

一
に
関
連
し
、
同
事
業
の
認
定
に
つ
い
て
、
全
国
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

三

交
通
弱
者
の
支
援
は
、
医
療
・
介
護
の
よ
う
な
公
的
制
度
が
未
整
備
で
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

一



か
、
菅
内
閣
の
施
策
如
何
。

四

地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
特
性
に
対
応
し
、
関
係
府
省
の
総
合
的
・
一
体
的
な
支
援
及
び
予

算
編
成
・
財
源
確
保
が
必
要
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


